





























































































九州地方 中国地方 近畿地方 関東地方 北陸地方 東北地方


























































































































































































































































	 	国立国語研究所HP（https : //www.ninjal.ac.jp/research/project/a/hougenbunpu/）
	 また、本稿は「JLVC2015国立国語研究所時空間変異研究系合同研究発表会（2015／
3 ／ 7 ）」において「育児語の全国分布─全国方言分布調査より─」と題した発表内
容を論文にまとめたものである。
⑵	 	マンマンの語源については、南無阿弥陀仏と唱える音がマンマンに聞こえるという『上
方語源辞典』の説と、鏡味（1974）によると「参る」の語を重ねたものだとする見方
など諸説ある。
⑶	 地図の凡例は、記号の横のカタカナ表記が回答語形である。言語地図作成にあたって
は国立国語研究所による言語地図作成用プログラム（プラグイン）を利用した。
⑷	 	育児語における反復形の機能について、友定（2005）では幼児の生理的発達段階、発
音のしやすさ、幼児の興味喚起、認知のしやすさといった機能を挙げている。
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